
 

（第２号様式）   
令和７年３月31日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立瀬谷支援学校長  

令和６年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和6年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（２月13日実施） 

総合評価（２月28日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

・自立と社会参加をめ

ざし、系統性のある

小・中・高一貫した教

育課程の編成と学ぶ楽

しさを実感し、主体的

な活動を引き出す授業

づくりに取り組む。 

・小中高一貫した教育内

容の整備に向け、各学部

学年の指導内容を整理・

確認し、学部間で共通理

解を図る。 

・系統性のある教育課程の

編成を最終目的として、そ

のために達成すべきことを

認識しながら進める。 

・各学部の教育内容につい

て、社会とのつながりを視

点に確認する。 

・各学部学年の指導内容を

整理・確認し、学部相互で

共通理解が図れたか。 

・系統性ある教育課程に向

け達成度はどのくらいか。 

・学部間や学年ごとの引

継ぎを行い、学習内容の

見直しや共通理解に努め

た。 

・学部教科会を毎月開催

し、教科間で内容の共有

や、学年の枠を越えた合

同授業等の取組がなされ

るようになった。全校的

な取組になることを期待

したい。 

・児童・生徒が興味や関

心をもって取り組めるよ

う学習内容の情報共有を

図り、情報機器の活用や

工夫した教材を使って理

解を促した。 

・１人１台端末の整備を

進め、各端末を利用する

研修や授業モデルの開発

を行って授業場面で活用

されるように取り組ん

だ。分教室には、電子黒

板も導入され、より多く

の授業でICT機器が多面

的に活用される機会が増

えた。 

・系統性のある教育課
程検討の手始めとし
て、指導内容の共通理
解と合わせて、授業時
数の見直しと各学部・
分教室の令和７年度か
らの時間割の編成がで
きたが、今後は教育課
程そのものの検討をす
る必要がある。校務組
織改編により新たに組
織されたカリキュラム
チームがその役割を担
っていく。 
・１人１台端末事業
は、配備された端末の
特性から、分教室での
活用が進んでいる。校
務組織の改編によって
端末管理(ハード面)と
ICT 教育の推進(ソフト
面)の業務を分割し、新
たに研究推進チーム内
で具体的な ICT の利活
用を検討していく。 

・教育課程は、小中では
ボトムアップで良いが、
高になると社会的要請か
らトップダウンとなる傾
向となる。特別支援学校
は、更に個別性が高く努
力をしていくしかない。
系統性も年齢や発達段階
による縦の系統性とそれ
を指導する教員や関係者
の共通理解の横の系統性
が考えられる。学校評価
アンケートでは８％もの
教員が系統性について
「思わない」と答えてい
る。その要因に何があっ
てどう改善するか検討し
て欲しい。 
・高等部の端末がタブレ
ット端末ではなくキーボ
ード端末である。卒業後
にどうつなげていくの
か、生徒が卒後に使って
いる具体像がイメージで
きない。どのように実現
していくのか、良い方向
性を模索していって欲し
い。 

・一貫した教育内容
の整備に向けて、各
学部・分教室が実施
している行事につい
て共通理解を図っ
た。それぞれを知る
という面では一定程
度の成果は得られ
た。 
・一方で系統性のあ
る教育課程に向け
て、全学部・分教室
が何をすべきかにつ
ては、次年度に取り
組む必要がある。 
・授業時間数の見直
しにより日課表等の
改訂は今年度内に完
了することができ
た。 
・１人１台端末は分
教室の取組が先んじ
ており、本校での実
践の充実が望まれ
る。 

・学部・分教室間
で教育課程への教
員の関心を深める
研修や学習会など
の取組と共に、本
校が育むべき子ど
も像を焦点化して
いくことが重要で
ある。 
・教育課程の検討
に際して、全校的
な視点で系統性を
意識して推進す
る。 
・授業時数が少な
くなったことによ
り一体どのような
成果を得られたの
かを保護者に明示
する。 
・ICT の利活用につ
いて、実践事例を
集積していく必要
がある。 

２ 
（幼児・児童・） 
生徒指導・支援 

・児童･生徒個々の個性

を尊重し、教育的ニー

ズを適切に把握し、生

活年齢、発達段階に合

った指導・支援を組織

的に行う。 

・児童･生徒のニーズを

把握するための客観的指

標を活用し、個別教育計

画に反映しその有効性と

課題を検証する。 

・児童･生徒の教育的ニー

ズに即し、アセスメントを

活用した教育実践を行う。 

・チームとして連携協力

し、個別教育計画のRPDCA

サイクルの実効性を高め

る。 

・客観的指標を活用するこ

とができたか。 

・それぞれの取組が個別教

育計画に対して有効に反映

されたか。 

 

・性的マイノリティーを
テーマにした人権研修会
を教員向けに実施し、理
解啓発を推進した。 
・分教室ではデートDVや
ジェンダー平等、メディ
アリテラシー等人権に関
する学習を行った。 
・アセスメントの結果や
研究で作成した指標等を
用いて個別教育計画を作
成し、指導や支援を行う
こともできた。 
・児童・生徒のニーズに
応じた支援を行った。担
任、学年・学部の教員、
その他校内で関わる教員
（相談支援担当、進路支
援担当等）、保護者が支
援内容を共有し、必要に
応じて外部機関と連携し
支援の充実を図った。 

・児童・生徒指導は校
務組織の単独の組織で
はなくなり、当該指導
の主体は学部・分教室
で担うこととなる。具
体的な取組を通じた今
後の検証が必要とな
る。 
・アセスメントは、各
学部・分教室で実施は
しているが、所属によ
り実施に対する温度差
がある。アセスメント
により得られた結果の
活用の度合いも差が大
きい。「育てたい子ど
も像」を焦点化し、そ
のための視点の共通認
識を図りながら全ての
児童・生徒の個別教育
計画への有効な反映を
目指していくことが重
要である。 

・生徒指導と学習指導は
どちらも日常生活の中で
行われるのが当然のこと
であり、生徒指導が教育
活動の中に位置付けられ
ていくことはよいことだ
と考える。 
・アセスメントが全校的
に統一されたものであっ
た方が良いのはその通り
ではあるが、すべてをク
リアできるアセスメント
はなく、何等かの不足し
た部分があるものであ
る。教育課程の編成とも
関連して、何が一番この
学校にとってふさわしい
ツールに成り得るのか、
丁寧に検討を進めて欲し
い。 

・アセスメントは、
各学部・分教室で実
施はしているが、所
属により実施に対す
る温度差があり、子
どもの教育的ニーズ
に応えられているか
は検証が必要であ
る。 
・アセスメント結果
の有効な活用につい
ても個別教育計画へ
の反映についてまだ
統一的な取組には至
っていない。 
・チームとしての支
援体制は校内校外を
問わず、一定程度の
成果をあげることが
できた。 

・アセスメントの
結果をどのように
活用するかが重要
である。より活用
が期待できるアセ
スメントを検討す
るとともに、その
アセスメントをよ
く理解できるよう
にする必要があ
る。 
・今後も様々な背
景をもつ児童生徒
や家庭と関わって
いく中で、チーム
支援を推進しつ
つ、それぞれの役
割を明確にした取
組を意識する。 



 

 

３ 進路指導・支援 

・一人ひとりの将来の

自立と社会参加のあり

方を見据え、発達段階

とライフステージに沿

った進路指導・支援を

組織的に行う。 

・小中高それぞれで適切

な進路に関する情報提供

に努め、個別最適な進路

指導に寄与する。 

・児童･生徒自身が主体的

に選択し、自己決定するこ

とに結び付けられる有用な

情報提供に努める。 

・高等部だけではない、小

学部、中学部においても効

果的な進路支援に結びつく

情報提供ができたか。 

 

・全学部の保護者対象
に、地域の相談支援事業
所の取組や「あんしんノ
ート」に関する研修を実
施し、卒後の生活支援に
ついて具体的な情報提供
を行えた。 
・小・中学部では実習見
学会、高等部では、生徒
が福祉事業所の職員の話
を聞く機会を設け、段階
に応じた進路指導の充実
を図った。 
・新たな取組として三ツ
境支援学校との共催によ
る「せや-みつ進路ミー
ティング」を立ち上げ、
地域の小中学校のニーズ
を把握する機会を開始で
きた。 

・進路担当も各学年、
分教室もそれぞれが自
立と社会参加に向け、
自己選択を主たる命題
に抱えて取り組んでい
るが、取組の具体が保
護者に伝わっていかな
い現状がある。所属に
よってぶれることのな
い進路指導の系統性を
構築しつつ、効果的な
発信について検討して
いく。 
・「せや-みつ進路ミー
ティング」が持続可能
な取組に成り得るか、
関係者との連携の中で
情報共有を図りながら
丁寧に推進していく。 

・どの特別支援学校でも
状況は似たようなもので
ある。傾向として特に小
中の保護者は10 年 20 年
後のことは思い描けな
い。また、多様化する社
会状況の中、現在の価値
観がそのまま続くとは思
えず、想像し辛いのが一
因と言える。あまり先の
ことでなく、５年先程度
のイメージを持たせてい
くと良いのではないか。 
・せや-みつは、今後は
学校間の枠を飛び越えて
展開していくことを期待
したい。 

・概ね生徒・保護者
に寄り添った丁寧な
進路指導・支援を行
うことができた。 
・情報提供を実施し
ていない訳ではない
が、必然的に進路選
択にはまだ期間のあ
る小中学部の保護者
へのアピールは足り
ていないことが明ら
かになった。 
・せや-みつ進路ミー
ティングは、年度途
中から急遽開催が決
定し、参加者数は少
なかったが、充実し
た内容で実施するこ
とができた。 

・進路指導を更に
効果的に実施する
ために、高等部各
学年の指導内容の
配列の検討が必要
である。 
・特に小中学部の
保護者に訴求する
テーマでの学習
会・見学会などを
検討していく必要
がある。また定期
的な発信方法や HP
への掲載等も模索
していく。 
・せや‐みつは、
次年度は三ツ境が
主催である。協力
体制を確立してい
く。 

４ 地域等との協働 

・共生社会の実現に向

けて、地域におけるセ

ンター的機能を継続す

るとともに、コミュニ

ティ・スクールとして

地域との協働による教

育活動を展開する交流

及び共同学習を通した

児童･生徒の相互理解を

図る。 

・本校のセンター的機能

をより実際的なものにす

るために、学校コンサル

テーションを具現化して

いくための方策について

検討する。 

・学校運営協議会との連携

をはじめとして、地域の

様々な資源を活用した有効

性のある教育活動及び積極

的発信を行う。 

・学校コンサルテーション

の視点を持ち、地域のエン

パワメントにつながるよう

継続した支援を行う。 

・地域資源の有効活用や学

校コンサルテーションを具

現化するための方策につい

て検討を進めることができ

たか。 

 

・学福農商連携としての
取組を継続して実施し
た。地域の小学生とも栽
培した大蒜を瀬谷区のガ
パオ祭りに提供した。 
・居住地交流を積極的に
実施した他、中屋敷地区
センターでのボッチャ大
会や交流フェスティバル
等の行事を通して地域と
の相互的な交流の機会を
持つことができた。 
・センター的機能を発揮
し、近隣の小中学校等へ
の巡回相談、地域の保護
者および支援者からの電
話及び来校相談への対
応、その他研修会や教材
教具展を実施することが
できた。 

・長い本校の歴史の中
で、地域の小中学校等
を始めとして様々な交
流の機会を持ち、また
相談業務も実施してい
る。現在の相談業務は
業務過多の状況にある
ことを踏まえ、実施回
数等の見直しをしつつ
更なる学校コンサルテ
ーション具現化の取組
を推進する。 
・交流フェスティバル
は、学校主導から転換
するため在り方を検討
してきた。紆余曲折は
あったが、次年度以降
部会形式での実施への
道筋はできた。今後も
継続して考えていく。 

・地域との連携につい
て、本校は他の特別支援
学校と比較して非常に恵
まれた学校と言える。半
世紀以上にわたり継続し
ているのは大変に素晴ら
しいことである。半面、
それを維持し続けること
は大変であり教員の負担
も相応のものがあると思
う。最終的にどういった
形で運営していけるの
か、今後も地域と継続し
た協議に取り組んでいく
ことを期待したい。 
 

・学校コンサルテー
ションの具現化は、
地域の学校の姿勢如
何に左右される側面
が強く、成果を平均
化しづらいが、セン
ター的機能を果たす
べく取り組んだ。 
・せや-みつ進路ミー
ティングや交流フェ
スタ、その他の取組
も含めて地域資源の
有効活用はできてい
るものの、現在の価
値観や地域のニー
ズ、また職員の働き
方などを考えると、
内容や運営方法等の
見直しが必要であ
る。 

・実際に学校コン
サルテーションを
具現化する方策を
検討する段階には
至っていないた
め、次年度以降の
具体的な取組方針
を策定していく。 
・交流フェスタは
在り方の検討に着
手し、新しく部会
形式で来年度は実
施することにな
る。混乱なく運営
ができるよう、引
継ぎも含めて丁寧
に進める必要があ
る。 

５ 
学校管理 
学校運営 

・児童･生徒が安心、

安全に過ごせる教育環

境の整備と危機管理体

制を構築する。 

・事故、不祥事のない

学校であるよう、管

理・運営を行う。 

・施設の老朽化等に伴う

危険箇所を把握し、機能

改善の優先順位を検討

し、環境整備等を実践し

ていく。 

・いかなる場面にも組織

的に適切な対応ができる

よう、研修の実施やマニ

ュアルの周知等を図る。 

・担当部署だけが担うとい

う意識ではなく、学校のす

べての職員が安全管理、危

機管理の意識をもって行動

する。 

・実際場面を想定しながら

研修等を実施し、改善点に

ついて随時アップデートし

ていく。 

・教職員一人ひとりが安全

管理や危機管理の意識をも

って日々の取組を行えた

か。 

 

・PTA と協働した校内巡
視により危険箇所や機能
改善箇所を確認し、関係
各所と連携しながら計画
的な環境整備に努めた。 
・避難訓練やシェイクア
ウト訓練、情報伝達訓練
等を通じ、消防署の協力
や助言も得て、実際の場
面を意識した訓練内容の
改善に努めた。 
・事故を未然に防ぐた
め、緊急捜索用地図の変
更や、私費会計当のマニ
ュアルの周知等を実施し
改善を図った。 
・毎月、不祥事防止に向
けたチェックを実施し、
教職員個々の意識を高め
るよう取り組んだ。 

・次年度以降も老朽化
対応だけでなく、人数
増による教室転用等が
予想されている。進捗
状況を把握し安全安心
な環境に気を配る。 
・年度途中であって
も、立ち止まり、振り
返ることで、危機管理
上必要な事案を更新し
ていくことは継続して
いきたい。 
・不祥事事案は生じな
かったが、日々起きる
ことを他人事ではなく
自分事に捉える職場風
土を醸成していくため
の仕組みを模索してい
く。 

・本校に限ったことでは
なく老朽化は致し方な
い。またその対策も一面
的なもので済まない事も
多々あり、色々な問題を
孕んでいると思う。ただ
し、何といっても安全が
第一であることは疑いの
ないことなので、対応は
継続して努力して欲し
い。 
・不祥事事故防止は、何
かが起きてから対処して
は遅いものである。自分
事に捉える雰囲気を、ど
うやって作っていくの
か、働き方が複雑にます
ますなっていく時代に合
わせ取り組んでいって欲
しい。 

・施設設備の老朽化
に対しては、危険個
所を常に意識しなが
ら行動することで、
異常があった際は、
情報がすぐに共有で
きるよう努めた。 
・より実際に即した
形でシェイクアウト
訓練中に避難経路確
認の訓練を組み合わ
せるなどの改善を図
った。 
・不祥事防止の取組
もチェックシートを
活用して実施してき
たが、引き続き職員
の意識向上が必要で
ある。 

・次年度以降も老
朽化に対応した工
事が年間を通じて
予定されている。
安全に実施できる
よう配慮する。 
・一年間かけて反
省を改善していく
のでは緊急時に対
応することが困難
である。改善が必
要な時にすぐに対
処していく。 
・事案を他人事で
はなく自分事に捉
える職場風土を醸
成するための具体
的な仕掛けを検討
していく。 



 

 


